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（※１）　過大規模校…本市立学校では、過大規模校を 31 学級以上、大規模校を 25 学級以上 30 学級以下、小規模校を 11 学級以下と定めている。
（※２）　基準水位…法に基づく水位で、津波発生時における避難施設の避難上有効な高さ等の基準となる水位。

過
大
規
模
校
解
消
に
向
け
通
学
区
域
を
見
直
し

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
え
る

市
立
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置

子ども文教

想
定
避
難
者
約
７
３
０
人
を
収
容

迅
速
に
最
上
階
に
避
難
可
能
な
高
さ
に

片
瀬
海
岸
３
丁
目
津
波
避
難
施
設

総　務

被
保
険
者
の
生
活
へ
の
影
響
を
小
さ
く

引
き
上
げ
幅
の
抑
制
を
図
る

令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
料
率

厚生環境

早
期
の
都
市
拠
点
形
成
に
向
け

進
捗
状
況
を
報
告

村
岡
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

建設経済

子
ど
も
文
教
常
任
委
員
会
は
、

６
月
15
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

１
件
、
陳
情
１
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ

き
も
の
、
陳
情
は
趣
旨
不
了
承

と
決
定
し
た
。　

ま
た
、
①
藤
沢
市
立
学
校
適

正
規
模
・
適
正
配
置
第
１
期
実

施
計
画
の
策
定
（
素
案
）
②
鵠

沼
中
学
校
改
築
事
業
に
係
る
基

本
設
計
の
進
捗
状
況
③
今
後
の

こ
ど
も
施
策
等

―
以
上
３
件

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

○
藤
沢
市
立
学
校
適
正
規
模
・

適
正
配
置
第
１
期
実
施
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
（
素
案
）

〈
市
の
説
明
〉

教
育
委
員
会
で
は
、
よ
り
良

い
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
、

市
立
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て

い
る
。
藤
沢
市
立
学
校
適
正
規

模
・
適
正
配
置
に
関
す
る
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
今
回
、
取
組

の
具
体
的
な
手
法
と
学
校
名
を

明
記
し
た
第
１
期
実
施
計
画（
素

案
）
を
作
成
し
た
。

本
年
４
月
公
表
の
将
来
人
口

推
計
を
用
い
た
予
測
で
は
、
令

和
22
年
時
点
で
、
小
学
校
は
、

鵠
沼
・
六
会
・
辻
堂
・
鵠
洋
・

秋
葉
台
・
八
松
小
学
校
の
６
校

が
過
大
規
模
校
（
※
１
）
と
な

る
。
中
学
校
は
、
鵠
沼
中
学
校

が
大
規
模
校
と
な
り
、
そ
れ
以

外
の
学
校
は
適
正
規
模
校
、
あ

る
い
は
小
規
模
校
と
な
る
。

基
本
方
針
に
お
い
て
、
本
市

立
学
校
で
は
、
12
学
級
以
上
24

学
級
以
下
を
適
正
規
模
と
し
て

お
り
、
第
１
期
実
施
計
画
で
は
、

過
大
規
模
校
の
解
消
を
第
一
優

先
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。
様
々
な
手
法
に
よ
る
検
討

の
結
果
、
解
消
に
向
け
て
は
、

通
学
区
域
の
見
直
し
を
行
う
こ

と
を
前
提
と
す
る
。

こ
の
実
施
計
画
で
は
、
過
大

規
模
校
６
校
の
う
ち
、
鵠
沼
・

六
会
・
辻
堂
・
鵠
洋
・
八
松
小

学
校
を
取
組
対
象
校
と
す
る
。

秋
葉
台
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

今
後
展
開
さ
れ
る
複
数
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
進
捗
等
を
見
な

が
ら
、
第
２
期
実
施
計
画
以
降

で
対
応
を
検
討
す
る
。

今
後
は
、
７
月
か
ら
素
案
に

対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
説
明

会
を
開
催
し
、
６
年
２
月
市
議

会
定
例
会
で
最
終
案
を
報
告
し

た
後
、
３
月
の
教
育
委
員
会
定

例
会
で
第
１
期
実
施
計
画
を
策

定
す
る
。

総
務
常
任
委
員
会
は
、
６
月

16
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案
１
件
、

請
願
１
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ
き
も

の
、
請
願
は
不
採
択
と
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

ま
た
、
①
公
共
料
金
の
見
直

し
（
改
定
案
報
告
）
②
片
瀬
海

岸
３
丁
目
に
お
け
る
津
波
避
難

施
設
の
整
備

―
以
上
２
件
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

○
片
瀬
海
岸
３
丁
目
に
お
け
る

津
波
避
難
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
〈
市
の
説
明
〉

本
市
で
は
、
人
命
被
害
を
限

り
な
く
減
ら
す
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
、
全
て
の
市
民
の
安
全
安

心
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、

津
波
か
ら
の
避
難
が
困
難
な
地

域
住
民
の
迅
速
か
つ
確
実
な
避

難
の
実
現
と
不
安
解
消
を
喫
緊

の
課
題
と
捉
え
、
片
瀬
海
岸
３

丁
目
に
お
け
る
津
波
避
難
施
設

を
早
急
に
整
備
す
る
取
組
を
進

め
て
い
る
。

令
和
４
年
度
は
、（
仮
称
）

片
瀬
海
岸
３
丁
目
９
番
先
津
波

避
難
施
設
整
備
事
業
基
本
構
想

を
策
定
し
、
基
本
構
想
を
踏
ま

え
た
基
本
・
実
施
設
計
業
務
を

進
め
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
組
と
し

て
、
片
瀬
地
区
の
住
民
や
関
係

団
体
へ
の
説
明
会
等
を
開
催
し
、

基
準
水
位
（
※
２
）
や
整
備
事

業
概
要
な
ど
の
説
明
を
行
い
、

参
加
者
や
地
元
町
内
会
か
ら
の

意
見
を
伺
う
と
と
も
に
、
資
料

チ
ラ
シ
の
配
布
や
回
覧
に
よ
る

住
民
へ
の
周
知
を
行
っ
て
き
た
。

本
施
設
は
、
屋
上
階
の
避
難

床
の
高
さ
を
神
奈
川
県
が
公
表

し
て
い
る
基
準
水
位
に
加
え
、

漂
流
物
な
ど
の
影
響
も
考
慮
し
、

更
に
３
・
６
メ
ー
ト
ル
の
緩
衝

空
間
を
設
け
て
か
さ
上
げ
を
し

た
標
高
９
・
４
メ
ー
ト
ル
、
地

盤
高
７
・
05
メ
ー
ト
ル
に
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
想
定
す
る
避
難

者
数
約
７
３
０
人
全
員
を
収
容

で
き
る
面
積
を
確
保
し
、
全
員

が
迅
速
に
最
大
の
高
さ
に
避
難

が
可
能
と
な
る
。

主
な
設
備
等
に
つ
い
て
は
、

多
様
な
方
々
の
避
難
に
対
応
で

き
る
よ
う
階
段
と
ス
ロ
ー
プ
を

併
設
し
、
ま
た
、
中
間
階
に
は

災
害
時
に
必
要
な
備
蓄
資
機
材

を
保
管
で
き
る
倉
庫
を
設
け
る
。

な
お
、
概
算
工
事
費
は
、
約
５

億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
５
年
６

月
以
降
に
関
係
団
体
及
び
想
定

さ
れ
る
本
施
設
の
利
用
者
へ
丁

寧
な
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は
、

６
月
13
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

３
件
、
陳
情
１
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
全
て
可
決

す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
趣
旨
不

了
承
と
決
定
し
た
。

ま
た
、
①
村
岡
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
②
藤
沢
市
立
地

適
正
化
計
画
の
改
定

―
以
上

２
件
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

○
村
岡
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

取
組
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

村
岡
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

令
和
２
年
度
に
、
新
駅
設
置
及

び
周
辺
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
す

る
た
め
の
協
定
等
を
締
結
し
、

実
現
化
に
向
け
て
取
組
を
進
め

て
い
る
。

神
奈
川
県
、
鎌
倉
市
と
の
取

組
で
は
、
新
駅
設
置
に
関
し
て
、

新
駅
及
び
自
由
通
路
の
詳
細
設

計
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
施

工
計
画
や
事
業
費
等
が
明
ら
か

に
な
る
。

村
岡
・
深
沢
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
は
、
事
業
主
体
で
あ

る
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
今
年
３
月

に
国
土
交
通
省
へ
認
可
申
請
を

行
い
、
事
業
計
画
に
関
す
る
説

明
会
や
縦
覧
等
、
５
年
度
内
の

事
業
認
可
に
向
け
、
手
続
き
を

進
め
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
主
な
取
組
と

し
て
は
、
村
岡
新
駅
周
辺
地
区

ま
ち
づ
く
り
方
針
で
位
置
づ
け

た
将
来
地
区
像
「
尖
る
創
造
と

広
が
る
創
造
を
生
み
出
す
街
」

の
実
現
に
向
け
、
４
年
度
か
ら

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
定
め
る
指
針
や
規
制
・
誘

導
の
ル
ー
ル
等
に
加
え
て
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し

い
、
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
セ
プ
ト

ブ
ッ
ク
の
作
成
を
目
指
す
。

村
岡
新
駅
周
辺
の
将
来
に
向

け
た
交
通
環
境
の
改
善
と
し
て
、

現
在
の
移
動
実
態
や
課
題
等
の

把
握
を
行
っ
た
。
今
後
は
、
把

握
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
よ
り

快
適
に
移
動
で
き
る
交
通
環
境

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
た
、
藤
沢
市
土
地
開
発
公

社
用
地
で
、
将
来
買
い
戻
す
予

定
と
な
っ
て
い
る
市
有
地
に
つ

い
て
は
、
官
民
連
携
に
よ
る
研

究
開
発
拠
点
と
し
て
の
活
用
を

目
指
し
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

村
岡
新
駅
南
口
通
り
線
に
つ

い
て
は
、
街
路
事
業
の
認
可
手

続
き
を
進
め
て
い
る
。

村
岡
地
区
の
土
地
区
画
整
理

事
業
で
は
、
説
明
会
や
地
権
者

と
の
調
整
等
を
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
。

こ
の
新
駅
設
置
及
び
周
辺
ま

ち
づ
く
り
は
、
地
域
の
利
便
性

は
も
と
よ
り
、
本
市
の
更
な
る

活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
事
業
で
あ
り
、
県
、
鎌

倉
市
と
連
携
し
、
早
期
の
都
市

拠
点
形
成
に
向
け
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
は
、

６
月
14
日
に
開
催
さ
れ
、
令
和

５
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
料

率
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

○
令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険

料
の
料
率
に
つ
い
て

  〈
市
の
説
明
〉

国
民
健
康
保
険
料
の
料
率
は

毎
年
度
算
定
し
て
お
り
、
こ
の

た
び
、
令
和
４
年
度
末
時
点
に

お
け
る
被
保
険
者
数
や
、
４
年

度
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

決
算
見
込
み
等
を
踏
ま
え
、
５

年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
の
料

率
を
算
出
し
た
。

被
保
険
者
数
は
、
団
塊
世
代

の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
や
、
４
年
10
月
の
社
会
保

険
の
適
用
範
囲
拡
大
の
影
響
に

よ
り
、
３
年
度
末
と
比
較
し
て
、

約
４
千
人
の
大
幅
な
減
と
な
っ

て
い
る
。
全
市
民
に
占
め
る
加

入
率
も
０
・
98
ポ
イ
ン
ト
減
の

17
・
57
％
ま
で
減
少
し
て
お
り
、

今
後
も
被
保
険
者
の
減
少
が
継

続
す
る
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。

４
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
見
込
み
と
し
て
は
、

マ
イ
ナ
ス
約
２
億
３
５
１
１
万

円
が
歳
出
超
過
分
、
い
わ
ゆ
る

単
年
度
収
支
の
赤
字
と
し
て
見

込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
５
年
度
に
本
市
が
県

に
支
出
す
る
国
民
健
康
保
険
事

業
費
納
付
金
に
つ
い
て
は
、
被

保
険
者
の
高
齢
化
、
医
療
の
高

度
化
に
よ
る
保
険
給
付
費
の
増

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
被
保
険

者
１
人
当
た
り
約
１
万
３
千
円

の
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料

に
つ
い
て
は
納
付
金
の
増
額
分

と
同
程
度
の
引
き
上
げ
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
大
幅
な

保
険
料
率
の
引
き
上
げ
は
被
保

険
者
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
５
年
度
の

国
民
健
康
保
険
料
の
料
率
に
つ

い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
入
金
の
増
額
、
基
金
か

ら
の
繰
入
や
繰
越
金
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
１
人
当
た
り
の
保

険
料
の
引
き
上
げ
幅
を
約
６
千

円
ま
で
抑
制
を
図
り
決
定
し
た
。

な
お
、
料
率
に
つ
い
て
は
、

５
月
18
日
に
開
催
し
た
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
に
お
い
て

承
認
さ
れ
、
５
月
26
日
付
け
で

告
示
を
し
た
。

本
市
の
国
民
健
康
保
険
財
政

は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納

付
金
が
年
々
増
加
し
、
被
保
険

者
数
は
年
々
減
少
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
厳

し
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
以
降

に
お
い
て
も
保
険
料
率
の
引
き

上
げ
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
る
。

市
と
し
て
は
、
将
来
に
わ
た

り
健
全
な
保
険
制
度
を
維
持
す

る
た
め
、
引
き
続
き
、
保
険
料

率
の
適
正
な
設
定
に
努
め
て
い

く
。

補

正

予

算

補
正
予
算
常
任
委
員
会
は
、

５
月
22
日
及
び
６
月
19
日
に
開

催
さ
れ
た
。
５
月
22
日
の
委
員

会
で
は
、
議
案
１
件
を
審
査
し

た
。
そ
の
結
果
、
議
案
は
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

６
月
19
日
の
委
員
会
で
は
、

議
案
１
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

災
害
対
策
等
特
別
委
員
会

災
害
対
策
等
特
別
委
員
会
は
、

５
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、
藤
沢

市
消
防
防
災
訓
練
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
実
施
さ
れ
た
、
令
和
５

年
度
藤
沢
市
水
防
訓
練
を
視
察

し
た
。

４
月
以
降
、
保
護
者
や
地
域

住
民
と
の
意
見
交
換
に
よ
る
合

意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
通
学

区
域
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

本
施
設
の
実
施
設
計
を
進
め
、

６
年
度
以
降
に
整
備
工
事
に
着

手
し
、
７
年
度
中
の
竣
工
を
予

定
し
て
い
る
。

通学距離や通学路の安全性等を考慮し、通学区域の見直しを検討する

多様な方々に対応した施設に＝津波避難施設イメージ藤沢市消防局の説明に聞き入る市議会議員＝令和5年度水防訓練


